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～
い
よ
い
よ
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
開
業 

！ 

迫
力
満
点 
浦
添
グ
ス
ク
～ 

 
 

 

来
る
１
０
月
１
日
（
火
）
に
い
よ
い
よ
沖
縄
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
が
延
伸
開
業
し
ま
す
。
首
里
駅
か
ら
石

嶺
駅
、
経
塚
駅
、
浦
添
前
田
駅
、
て
だ
こ
浦
西
駅
へ

と
続
き
、
車
窓
か
ら
広
が
る
空
と
海
、
浦
添
の
街
並

み
、
そ
し
て
浦
添
グ
ス
ク
や
ワ
カ
リ
ジ
ー
（
為
朝
岩
・

写
真
右
下
）
の
緑
の
風
景
が
存
分
に
楽
し
め
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ

イ
ド
友
の
会
で
は
、
「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
」

散
策
無
料
ガ
イ
ド
を
１
０
月
１
日
（
火
）
と
５
日
（
土
）

の
両
日
に
開
催
し
ま
す
。
両
日
と
も
午
前
９
時
半
と

１
０
時
に
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
出
発
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

∇

浦
添
の
新
し
い
風
物
と
な
っ
た
モ
ノ
レ
ー
ル
。 

ワ
カ
リ
ジ
ー
と
浦
添
城 

            

  

・
・
募 

集
・
・  

  

 

経
塚
駅
か
ら
徒
歩
５

分
の
場
所
に
、
組
踊
の
創

始
者
、
玉
城
朝
薫
の
墓
が

あ
り
ま
す
。
駅
構
内
に
は

組
踊
に
登
場
す
る
按
司

や
若
衆
、
松
竹
梅
文
様
を

描
い
た
色
彩
豊
か
な
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
壁
画

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

本
年
は
組
踊
上
演
３
０
０
年
記
念
の
年
で
す
。
首

里
城
や
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
、
国
立
劇
場
お

き
な
わ
で
も
様
々
な
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
琉
球
芸
能
の
礎
を
築
い
た
朝
薫
の
お
墓
参
り

へ
も
お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

∇

モ
ノ
レ
ー
ル
車
窓
か
ら
望
む
玉
城
朝
薫
の
墓 

        ∇

浦
添
前
田
駅
側
の
浦
添
城
跡
南
斜
面
に
Ｐ
Ｒ
の
の
ぼ
り
を
設
置 

    

 

【
報
告
】
１
０
年
ぶ
り
！
牧
港
地
域
散
策 

 

去
る
９
月
２
２
日
（
日
）
に
牧
港
地
域
散
策
を
開

催
し
、
４
８
人
の
方
々
が
４
班
に
分
か
れ
て
散
策
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
６
割
が
市
民
で
し
た
。 

 

牧
港
は
市
の
北
部
の
海
岸
沿
い
に
面
し
、
古
か
ら

主
要
な
港
で
源
為
朝
伝
説
が
残
り
ま
す
。
戦
前
は
軽

便
鉄
道
が
走
り
、
戦
後
は 

“
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
エ
リ

ア“

と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。
時
代
の
香
を
残
し
た

史
跡
や
空
間
が
散
在
す
る
魅
力
あ
る
地
域
で
す
。 

コ
ー
ス
は
、
牧
港
港
～
お
も
ろ
の
碑
～
テ
ラ
ブ
の

ガ
マ
～
牧
港
の
御
嶽
～
牧
港
之
殿
～
牧
港
貝
塚
～

牧
港
遺
跡
～
ワ
ン
ペ
ー
チ
ン
（
湾
親
雲
上
）
屋
敷
跡

～
旧
牧
港
橋
～
牧
港
合
祀
祠
～
土
亭
君
（
殿
内
山
）

跡
～
軽
便
鉄
道
～
タ
チ
チ
ガ
ー
～
シ
マ
ヌ
カ
ー
。 

参
加
者
か
ら
は
「
知
ら
な
い
場
所
が
あ
っ
て
、
と

て
も
感
動
し
た
」
や
「
地
域
の
歴
史
を
深
く
知
れ
て

よ
か
っ
た
」
「
ほ
か
の
地
域
も
参
加
し
た
い
」
と
い

っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
玉
那
覇
） 

             

★
牧
港
の
お
も
ろ
紹
介
★ 

明
国
と
交
易
を
始
め
た
察
度
王 

（1
3

2
1

～1
3

9
5

）
を
讃
え
る
古
謡 

 
 一 

ぢ
や
な
も
ひ
や
、 

 

た
か
、
な
ち
や
る
、
く
わ
か
、 

 

こ
か
、
き
よ
ら
さ
、 

こ
か
、
み
ほ
し
や
、
あ
よ
る
な 

又 

も
ゝ
ち
や
ら
の
、 

 

 

あ
ら
て
、
お
ち
や
る
、 

 

こ
ち
や
く
ち
、 

 

ち
や
な
も
い
し
ゆ
、
あ
け
た
れ 

又 

ち
や
な
も
い
か
、 

ち
や
な
、
う
へ
ば
る
、
の
ほ
て
、 

 

け
や
げ
た
る
、
つ
よ
は 

 

つ
よ
か
ら
ど
、
か
は
し
や
、 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
る 

 

 

【
報
告
】
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
第
６
期
生
誕
生 

  

市
内
の
史
跡
な
ど
の
文
化
財
を
案
内
す
る
「
う
ら

お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド
養
成
講
座
」
（
本
市
教
育
委
員

会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
３
４
人
の
受
講
生
か
ら
１

９
人
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

本
事
業
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
４

年
に
一
度
開
講
し
て
い
ま
す
。
約
３
か
月
間
で
様
々

な
分
野
の
講
座
を
受
講
し
、
レ
ポ
ー
ト
、
実
地
試
験
、

筆
記
試
験
を
受
け
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
、
新
旧
合
わ
せ
て
５
１
人
の
歴
史
ガ
イ
ド
が

お
り
、
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
、
う
ら
そ

え
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
に
常
駐
し
て
い
ま
す
。
ま

た
歴
史
ガ
イ
ド
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
新
旧
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

うう
らら
おお
そそ
いい
歴歴
史史
新新
聞聞

 
 
 第 52号 

入口 

墓はトンネルの上 

【大意】このような偉業を成し遂げた「ちゃなもひ（い）」（察度王）

は誰が授けた子か、こんなにも美しい、こんなにも見たいものだ。百

按司たちが望んで置いたる宝庫を開いた。ちゃなもひが謝名上原に登

って蹴り上げた露は露さえも芳しい。 

牧港テラブのガマ見学の様子。地元で「ティランガマ」と呼ばれる

琉球石灰岩の自然洞窟。源為朝は男の子を授かり、妻子は帰郷し

た為朝の帰りを待ったと伝わる。「待港」→「牧港」説がある。 
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【
募
集
】
歴
史
ロ
マ
ン
街
道 

２
０
１
９
「
尚
寧
王
の
道
を
訪
ね
る
」 

１
１
月
３
日
（
日
）
午
前
８
時
～
正
午 

 
 

 

主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ

イ
ド
友
の
会 

共
催 

浦
添
市
教
育
委
員
会 

後
援 

浦
添
市 

  

毎
年
恒
例
の
「
文
化
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
『
尚
寧
王

の
道
を
訪
ね
る
』
を
開
催
し
ま
す
。
浦
添
出
身
、
第

２
尚
氏
王
統
７
代
尚
寧
王
は
、
首
里
平
良
か
ら
浦
添

グ
ス
ク
の
道
を
石
畳
に
改
修
し
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン

ト
は
浦
添
グ
ス
ク
か
ら
首
里
城
ま
で
約
５
キ
ロ
を

歩
き
ま
す
。
道
中
の
文
化
財
を
歴
史
ガ
イ
ド
が
案
内

し
ま
す
。
解
散
は
、
首
里
城
久
慶
門
。
首
里
城
祭
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
片
道
は
モ
ノ
レ
ー
ル
利
用
も
便

利
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日 
 

程 

８
時
受
付
開
始 

８
時
半
開
会
式
～ 

 
 
 
 
 

 

正
午
終
了
予
定 

首
里
城
現
地
解
散 

集
合
場
所 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館
駐
車
場 

募
集
人
数 

１
２
０
人
（
小
学
生
以
上
） 

 
 
 
 
 

＊
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要 

参
加
料
金 

一
人
３
０
０
円
（
保
険
代
・
資
料
代
） 

申
込
締
切 

１
０
月
２
７
日
（
日
）
午
後
５
時 

 
 
 

 
 

＊
先
着
順 

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 
 

℡ 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

（
月
曜
日
休
館
） 

 
〇
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

                   

                                 

〇
浦
添
市
歴
史
に
ふ
れ
る
館
（
や
か
た
） 

 

【
開
館
時
間
】 

午
前
９
時
３
０
分
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】
土
・
日
・
祝
祭
日
（
慰
霊
の
日
） 

 
 

 
 

 

１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
港
川
５
１
２
の
１
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
１
２
９
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

琉
球
バ
ス
交
通 

２
０
番
系
統 

 

第
一
牧
港
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
１
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
文
化
財
の
収
蔵
展
示
施
設
で
す
。
浦
添
西
海

岸
道
路
北
側
か
ら
見
え
る
海
岸
沿
い
に
あ

り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
、
浦
添

の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

                 

★★9 月 24 日認定交付式。嵩元教育長（中央）から認定証を受けとった第６期生

のみなさん。★★ 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

【
入
館
料
】 

 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 

小
人
（
小
中
学
生
） 
５
０
円 

 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
） 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

牧
港
線
（
５
５
番
） 

 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 

無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
を
中
心
に
浦
添
の
史

跡
・
文
化
財
の
案
内
を
致
し
ま
す
（
有
料
）
。
時

間
・
コ
ー
ス
は
相
談
く
だ
さ
い
。
基
本
料
金
ガ
イ

ド
１
名
に
つ
き
、
１
時
間
１
，
５
０
０
円
で
す
。 

 
 

 

  

〇
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 

月
曜
日
・
１
２
月
２
８
〜
１
月
３
日 

【
住
所
】
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】 

０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 

琉
球
バ
ス
交
通 

５
６
番 

 
浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

 
無
料
駐
車
場
有
り 

 

※
浦
添
グ
ス
ク
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公

園
の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
地
形
模
型

の
ほ
か
、
グ
ス
ク
の
紹
介
パ
ネ
ル
や
出
土

品
の
レ
プ
リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
グ

ス
ク
散
策
事
前
学
習
に
最
適
で
す
！ 

 
 

 


